
在外補完研修(１週間)を実施予定。

帰国研修員ネットワーク（RED LAOPS）
https://sites.google.com/site/redorganicaamericalatina/

【事前活動】
①インセプションレポートの作成（課題の抽出・分析）

【本邦研修】
以下の内容について、講義・ワークショップ・実習・視察・討論・発表を行う。

①インセプションレポートの発表・討論

②日本における環境保全型農業への取り組み（有機農業、エコファーマー、特別栽培制度等）

③環境保全型農業の実践に有用な農業技術（栽培管理・生産体系、病害虫対策、家畜排せつ物
等地域資源の有効利用等）

④環境保全型農業を実践する生産者の持続的で安定した経営体制を強化するために必要な知識
（生産、流通、マーケティング、販売の流れ、市場ニーズ、販売価格などをコスト面等）

⑤アクションプラン（ドラフト）の作成・発表・討論

【在外補完研修】
①帰国研修員の活動視察や意見交換等

②アクションプラン（最終版）の作成・発表

主要協力機関

関係省庁

西語
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本邦研修期間

JICA筑波（研修業務）

調整中

【案件目標】
営農普及計画に携わる組織において、小規模農家を対象とした地域の資源を有効活用した普及
計画が作成される。

【成果】
1.　環境保全型農業の基本的な考え方を理解し、自身の担当地域の課題が抽出される。(インセ
プションレポート)

2.　環境保全型農業の実践に有用な知識や農業技術を習得する。

3.　生産者の経営力強化に必要な知識を習得する。

4.　生産者の現状を踏まえた効果的な普及手法を習得する。

5.　環境保全型農業普及計画案(アクションプラン)のドラフトが策定される。

6.　ラテンアメリカ地域における帰国研修員の活動の視察等を通し環境保全型農業普及計画案(
アクションプラン)の最終版が策定される。（在外補完プログラム）

目標／成果

内　容

【対象組織】
農業技術の普及を本来業務とする次の機関
・中央/地方政府機関
・研究所/研究機関
・NGO

【対象人材】
(1)各国政府より推薦された者
(2)農業技術・収入向上に向けた普及活動
を本来業務とする技術員・指導員またはそ
れら普及指導者を育成指導している者。
(3)上記実務経験を3年以上有する者
(4)年齢が30歳以上45歳以下の者
(5)心身共に健康で研修・農業実習に耐え
られる者。女性は妊娠していない者。

対象組織／人材

ラテンアメリカ地域　持続可能な環境保全型農業普及手法
Extension Methodologies of Sustainable Conservation Oriented Agriculture, Latin America

特記事項
及び

ホームページ

農業開発/農業サービス（普及、研究、金融、農民組織等）

対象国の条件：

副分野課題：

ラテンアメリカ地域では農産物の安全性に対する関心が高まり、有機農業をはじめとする環境に配慮した農業に注目が集まっている。しか
し、農家の大多数は農業生産性の低い小規模農家で経営基盤は脆弱で技術力が低く、肥料等の農業資材の投入量も限られている上、環境保
全型農業に関する栽培技術と技術を普及する体制が確立されていない。
本研修では、環境保全型農業に関する栽培技術と普及手法を習得し,農村住民の所得や生活向上を目指す。
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